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CTstageの目指すユビキタス社会

中山　泰輔　　　加治　雅也

CTstageは，2002年に発売開始したバージョン4i（以

降，CTstage4iと略す）のソフトスイッチモデルで，本

格的なIP対応を行った。CTstage4iでは，既に，都内に

増えている無線LAN接続サービス配下のPC端末からオ

フィス内のIP端末と通話や画像通信を行うといった，ユ

ビキタス社会にマッチした機能も実現している。

今後，IPの世界がIPv6へと移り変わっていくにあたり，

CTstageの実現しているユビキタス機能やIPv6を使って

実現されるであろうサービスを例に挙げて，CTstageの

目指すユビキタス社会についての方向性を論じる。

IPv6が普及すると，現在PCにのみ与えられているIPア

ドレスが他の端末にまで割り当てられるようになる。そ

の結果，今まで考えも付かなかったものにもコンピュータ

が搭載され，それがIPネットワークに接続されるように

なる。利用者はこれらの機器にコンピュータが搭載され

ていることを意識することなく，いつでも，どこでも，誰

とでも通信ができる。このような社会を一般的に「ユビ

キタスコンピューティングが発達した社会」，略して「ユ

ビキタス社会」と呼ぶ。このような社会では，利用者は，

自分の必要なときに，どこにいても，いろいろな端末を

使って，自分が接続したい機器にアクセスすることができ，

必要な情報の取得，設定ができる環境となる。これは，つ

まり，身の回りのすべてのものがIPネットワークという

インフラをベースにして，情報のやりとりができるような，

時間，空間を超えた社会が実現される。

以降の章では，このIPv6によるユビキタス社会がもた

らすコミュニケーションの革命を，弊社が提供している

統合CTIシステム「CTstage」との関わりを中心に述

べる。

CTstageは，情報（コンピュータ）と通信（テレフォ

ニー）を融合するComputer Telephony Integration

（以下CTIと略す）サーバであり，ブロードバンドインター

ネットとの親和性を大幅に強化し，すべてのインフラ（電

話回線，インターネット），メディア（音声，画像，

データ），デバイス（電話/携帯電話/IP電話，FAX，PDA），

ロケーション（企業内システム，モバイル）を統合する

最新のCTI＆IPコミュニケーションシステムである。

CTstageは，“CTI”というキーワードとともに，1996

年9月に「業界初のオフィス向けコンピュータ・テレフォ

ニー統合システム」として発表された。その後，アプリ

ケーションインタフェース（CT－API）の開示，UnPBX

アーキテクチャによるコンタクトセンターCTIの実現，IP

テレフォニーや音声認識のサポート，Webコンタクトに

よるインターネットコンタクトセンタの実現など，着実

に進化を重ねてきた。2002年から発売を開始している

バージョン4iのソフトスイッチモデルでは，本格的なIP対

応を行った。このIP対応により，都内の要所に最近増え

始めている無線LANサービスを使用することにより，PC

端末からオフィス内のIP端末と通話や画像を通信すると

いった，ブロードバンド，ユビキタス時代のソリュー

ションを提供できるようになった。これは，IP対応により，

扱うメディアやデバイス（端末）の種類が大幅に増え，ま

たコンピュータ技術と通信技術との融合などによって実

現できるようになったものである。

これらのメディア技術，端末技術，ネットワーク技術

を活かすべく，音声や画像に関連したアプリケーション

が脚光を浴びている。インターネットにより，IPネット

ワークのトラフィックが急増し，キャリアの基幹ネット

ワークも従来の音声中心の回線交換から，IPネットワーク

へと移行する動きも活発となっている。

CTstageは，IPネットワークによる大きな可能性を具

現化するため，“More Communication！”をコンセプト

に，CTI＆IP技術を利用し，新たなる展開を果たすべく，

生産性の高いアプリケーション開発環境（ソフトウェア

開発キット：SDK）の提供とインターネットとの親和性

の高いネットワーク環境を実現している。

CTstageとは

IPv6のもたらすユビキタス社会とは
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CTstage 4i ソフトスイッチモデルは，2002年の12月

から発売を開始している。現在のバージョンでは，テレ

フォニーボード（公衆網との接続を行うために電話線を

接続するハードウェア）のドライバがIPv6に未対応であ

るが，ソフトウェアによるスイッチングサーバや電話番

号情報などを格納するデータベースサーバは，すでにIPv6

対応しており，すでにいくつかのユビキタス社会への対

応機能を提供している。以下では，これらをCTstage 4i

の2つのシステムモデルとともに紹介する。また，ユビキ

タス社会になると，ユーザーの周りを多くのコンピュー

タが取り囲み，ユーザーが望んだときにどこからでも情

報ネットワークにアクセスできる環境が提供できるよう

になる。IPv6およびインターネット網への接続のブロー

ドバンド化によって，CTstage 4iそれぞれのシステムモデ

ルにおけるユビキタス社会の実現例も見ていきたい。

（1）インフォメーションワーカーの生産性向上を実現する

「オフィスコミュニケーション」におけるユビキタス社会

オープンアーキテクチャで実現しているIP－PBX機能

と，電話，FAX，電子メールを完全に統合するユニファ

イドメッセージング機能によりブロードバンドIP時代の

リアルタイムなコミュニケーション環境を提供し，イン

フォメーションワーカーの生産性向上を実現するのが，

CTstage 4iソフトスイッチモデルの「オフィスコミュニ

ケーション」モデルである（図1参照）。

ユビキタス社会が実現した場合，オフィスという概念

自体がなくなる可能性がある。ユビキタス社会の実現は，

現在のところ，ロケーションフリーや在宅勤務という形

で具体化されている機能である。この機能によって，イン

フォメーションワーカーは，いつでもどこでも，業務が

できるようになり，ビジネスチャンスを逃さないスピード

ある判断ができるようになるであろう。

具体的には，現在の内線通話のためのPBXおよび内線

電話機がすべてIP電話機となり，インターネットに接続

されたあらゆる端末から，内線通話としてのアクセスが

できる。たとえば，町中の無線LANの基地局配下に接続

された，PDA端末やノートパソコンに搭載されているソ

フトフォン（ソフトウェアで実現されている通話を行う

ためのアプリケーション）から直接，企業内のIP電話機

との内線通話を行うことができる。そのため，営業マン

などは外出先から事務所に戻ることなく，電話，FAX，電

子メールを用いて，商談状況の確認や報告，相談等を無

線LAN接続サービス配下から行うことができる。従来の

電話網との接続は，メッセージ・ゲートウェイ・サーバ

（以下，MSG／GWと略す）と呼ばれる変換装置により，

IPネットワークと既存公衆網とを接続するため，IP端末だ

けではなく，従来の電話機と接続することができる。

また，現在では，自宅までADSLやFTTHといったブ

ロードバンドのインターネット網が引かれている場合が

多くなってきた。この場合でも，自宅のPCから直接，企

業内のネットワークにVPNなどを使って接続し，内線の

IP電話機と通話できる（図2参照）。この機能により，た

とえば，育児休暇を取得しなければならない状況の方で

も，在宅勤務ができることで，育児をしながら仕事をす

るなど，自分の能力を活かせるようになっていく。一方，

経営側から見ると，優秀な人材を確保することができる，

というように，経営側／利用者側両方のメリットが考え

られる。

一方，コンピュータが内線電話機として使えるように

なると，単なる音声通話だけではなく，付加的な機能が

利用できる。

たとえば，現在携帯電話を利用したメールのやりとり

がはやっているが，テキストチャット機能を簡単に実現

できる。簡単な問い合わせや連絡事項であれば，これで

十分である。上記にあげた育児休暇中の方が自宅で作業

CTstage 4iのめざしているユビキタス社会
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中に子供が泣いてしまったときなど，リアルタイム通信

は難しいものと思われるが，チャットベースであれば，実

行できるのではないだろうか。また，この機能とともに

利用されるプレゼンス機能（自分の現在の状態，たとえ

ば離席中や着信拒否などを設定しておくことにより，他

の利用者がその内容を参照できる機能）により，現在の

利用者の状況を確認しながら，その状況に応じたコミュ

ニケーション手段を選択することも可能となる（図3参照）。

さらに，カメラ画像や静止画，ホワイトボード機能な

どを実現することができる（図4参照）。相手の顔を見な

がらの通話や同一ドキュメントを参照しながらの通話が

できる。また，アプリケーション共有機能を利用すると，

実行中のアプリケーション画面を両者で見ながら，キー

ボードやマウスの入力情報を共有することで，リモート

からアプリケーションを操作し，ドキュメントの修正作

業ができる。たとえば，在宅勤務時，自宅のPCにはイン

ストールされていないアプリケーションで作成されたファ

イルでも，事務所側のPCでアプリケーションを起動し，

そのファイルを編集状態にすれば，自宅PCの側からの修

正作業もできるようになる。

（2）顧客とのリレーションシップを築く｢カスタマコンタ

クトセンタ｣におけるユビキタス社会

従来，コンタクトセンター（コールセンター）は，PBX

をベースとしたシステムとして構築された。そのため，

PBXの内線電話機の届く範囲にのみ，オペレータを配置

することができた。CTstage 4iソフトスイッチモデルでは，

内線電話機はIP電話機を利用することができる。つまり，

コンタクトセンターではオペレータの配置にも制約がな

くなる。IPネットワークに接続できる場所であれば，ど

こでもコンタクトセンターのオペレータ業務ができるよ

うになるわけである。

この技術を応用することにより，簡単に在宅コンタク

トセンターを実現することができる。従来のコンタクト

センターにて，質の良いオペレータを集める場合には，大

都市圏にコンタクトセンターを構えた方が良いが，その

反面，地価や不動産物価の高値によりコンタクトセンター

の維持費がかかる。逆に地方に大きなコンタクトセンター

を構えた場合，不動産価格は安くなるが，人材の確保が

難しくなる。このような問題点を一挙に解決できるのが

在宅コンタクトセンターである（図5参照）。在宅コンタ

クトセンターの場合，大きなコンタクトセンター用のフ

ロアを準備する必要がなく，必要なものはIPネットワー

クへの接続環境と，サーバ設置のためのスペースのみで

ある。在宅オペレータは，設備としてPC端末とIPネット

ワークへの接続環境を準備するだけでよい。

この在宅コンタクトセンターで問題となってくるのが

セキュリティである。在宅オペレータが接続されるIPネッ

トワークは通常インターネットであるため，第3者に情報

が漏洩される可能性がある。現在のCTstageでは，イン

ターネットVPNを利用することによって，コンタクトセン

ターと在宅オペレータ間の情報伝達をよりセキュアに行

うことができるようになっている。インターネットVPN

では，コンタクトセンター側のVPNルータと在宅オペ

図3 相手プレゼンスによるコミュニケーション手段の変更
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レータのPCとの間で仮想のトンネリングが張られ，すべ

ての情報が暗号化されて伝達される（図6参照）。

ユビキタス社会となれば，様々なメディアによるコン

タクトセンターへの問い合わせができるようになるであ

ろう。さまざまな端末からの能動的な通知機能によって，

コンタクトセンターに連絡が入る。

現在では，乗用車の運転中に事故が発生したときに，自

動的にカスタマコンタクトセンタに連絡を行うような仕

組みが一部の車種やサービス会社によって運用されている

（図7参照）。たとえば，家電が全てインターネットに接続

され，それぞれが自己診断機能，障害通知機能を持つこ

とによって，壊れてからの通知だけではなく，壊れる前

の予防策，コンタクトセンター側からの攻めのアプローチ

などもできるようになるのではないだろうか。

また防犯として，すべての窓やドアにセンサーを取り

付け，それを一括に管理するようなホームセキュリティ

と組み合わせることで，コンタクトセンターに連絡して

きたときには，どこの家のどの部分から侵入があったの

かが，瞬時にオペレータの画面上に表示され，家の持ち

主と連絡を取ることができる（図8参照）。その際にも，

PDA端末や無線LAN接続サービスが発達することによっ

て家の中のWebカメラの画像がPDA端末から確認できた

り，家の音をPDA端末から聞いたりすることもできる。

また，セキュリティについては，将来的に機器全体を

IPv6対応にすることにより，より高度で安全に通信する

ことができるようになるであろう。IPv6では，ヘッダ情

報内にセキュリティ識別子を入れることができるため，パ

ケットの暗号化や認証が簡単に行える。こうして，全て

の通信が暗号化されセキュアな通信が確保されることで，

ネットワーク全体のセキュリティが向上することになる

と考えられる。

CTstage 4iソフトスイッチモデルでは，スイッチング部

分やデータベース部分については，IPv6対応を考慮して

設計されており，ハードウェアのIPv6対応が実現すれば，

完全対応となる。また，現状でも，すでにいくつかのユ

ビキタス社会への対応機能を実現している。そのため，現

状のCTstage 4iを利用した場合でも，ある程度のユビキ

タス社会の恩恵を受けることはできる。さらに，今後の

IPv6の普及によって，PC端末以外のものがIPネット

ワークに接続され，ユビキタス社会を形成していくと考

えられる。CTstage 4iでは，そういった，ネットワーク

家電やセキュリティ機器，自動販売機等のPC端末以外と

の接続を実現し，より理想型に近いユビキタス社会の実

現に向けて貢献していきたい。また，将来よりいっそう

のユビキタス社会が広がった世界でも，CTstageも様々

な機能を追加していくことによって，ビジネスとしての

幅も広がっていくのではないだろうか。 ◆◆
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図7 自動車事故時の自動通知機能

所、状況、自動 
車の情報などを 
自動的に表示。 

事故してしまった！ 
どうしよう！！ 

こちらは、ＸＸＸコール 
センターです。 
お体は大丈夫ですか？ 

★事故発生時、カーナビゲーションなどから、自動的にコー 
ルセンターに発信 

事故の発生場 

図8 ホームセキュリティ

防犯コールセンター 
に自動コール 

了解！！ 

3丁目のＸＸＸさん 
の家へ急行してください！！ 

近所を警戒中のパ 
トロール員に連絡 


